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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
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【公表番号】特表2017-506064(P2017-506064A)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月28日(2017.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトペリオスチンに結合する単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体であって
、３つの重鎖相補性決定領域（ＣＤＲ）であるＶＨＣＤＲ１、ＶＨＣＤＲ２、およびＶＨ
ＣＤＲ３を有する重鎖可変ドメイン（ＶＨ）と、３つの軽鎖ＣＤＲであるＶＬＣＤＲ１、
ＶＬＣＤＲ２、およびＶＬＣＤＲ３を有する軽鎖可変ドメイン（ＶＬ）とを含み、単離抗
体またはそのフラグメントのＣＤＲが、寄託番号ＰＴＡ－１２０２１０の下でＡＴＣＣに
寄託されたハイブリドーマから産生されるモノクローナル抗体４Ｂ４．Ｂ１１、寄託番号
ＰＴＡ－１２０２１１の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマから産生されるモノク
ローナル抗体７Ｂ５．Ｃ４、または寄託番号ＰＴＡ－１２０２０９の下でＡＴＣＣに寄託
されたハイブリドーマから産生されるモノクローナル抗体３Ｃ１１．Ｇ５のＣＤＲと同一
である、単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項２】
　寄託番号ＰＴＡ－１２０２１０の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマから産生さ
れるモノクローナル抗体４Ｂ４．Ｂ１１、寄託番号ＰＴＡ－１２０２１１の下でＡＴＣＣ
に寄託されたハイブリドーマから産生されるモノクローナル抗体７Ｂ５．Ｃ４、または寄
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託番号ＰＴＡ－１２０２０９の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマから産生される
モノクローナル抗体３Ｃ１１．Ｇ５のＶＨおよびＶＬと同一であるＶＨおよびＶＬを含む
、請求項１に記載の単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項３】
　寄託番号ＰＴＡ－１２０２１０の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマから産生さ
れるモノクローナル抗体４Ｂ４．Ｂ１１である、請求項１または２に記載の単離抗体また
はそのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項４】
　寄託番号ＰＴＡ－１２０２１１の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマから産生さ
れるモノクローナル抗体７Ｂ５．Ｃ４である、請求項１または２に記載の単離抗体または
そのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項５】
　寄託番号ＰＴＡ－１２０２０９の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマから産生さ
れるモノクローナル抗体３Ｃ１１．Ｇ５である、請求項１または２に記載の単離抗体また
はそのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項６】
　寄託番号ＰＴＡ－１２０２１０の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマ、寄託番号
ＰＴＡ－１２０２１１の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマ、寄託番号ＰＴＡ－１
２０２０９の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマ、およびそれらの組合せからなる
群から選択されるハイブリドーマ。
【請求項７】
　寄託番号ＰＴＡ－１２０２１０の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマ、寄託番号
ＰＴＡ－１２０２１１の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマ、寄託番号ＰＴＡ－１
２０２０９の下でＡＴＣＣに寄託されたハイブリドーマ、およびそれらの組合せからなる
群から選択されるハイブリドーマを含む抗体産生細胞培養物。
【請求項８】
　請求項６に記載のハイブリドーマまたは請求項７に記載の抗体産生細胞培養物により産
生される単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項９】
　ヒトペリオスチンのアイソフォーム１、２、３、４、７、および８を認識する、請求項
１～５または８のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体
。
【請求項１０】
　前記抗体フラグメントが、Ｆａｂフラグメント、Ｆａｂ’フラグメント、Ｆ（ａｂ’）
２フラグメント、Ｆｖフラグメント、または一本鎖抗体分子である、請求項１～５、８、
または９のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項１１】
　前記抗体またはそのフラグメントがそれに融合した異種ポリペプチド、例えば安定化ポ
リペプチド、タグ、標識、またはそれらの組合せをさらに含む、請求項１～５、または８
～１０のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体。
【請求項１２】
　前記抗体またはそのフラグメントが、ペプチド、タンパク質、酵素、脂質、異種抗体も
しくはそのフラグメント、検出可能な標識、またはポリエチレングリコール（ＰＥＧ）の
１つまたは複数などの異種部分にコンジュゲートされており、前記異種部分が、場合によ
りビオチンまたはルテニウムキレート化合物またはアクリジニウムを含む、請求項１～５
、または８～１１のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導
体。
【請求項１３】
　請求項１～５、または８～１２のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメン
トもしくは誘導体を含み、場合により請求項１～３または６～１０のいずれか一項に記載
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の２つ以上の単離抗体またはそのフラグメントもしくは誘導体の組合せを含む組成物。
【請求項１４】
　請求項１～５、または８～１２のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメン
トもしくは誘導体の抗原結合部分。
【請求項１５】
　請求項１～５、または８～１２のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメン
トもしくは誘導体をコードする単離核酸。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の単離核酸を含むベクター。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のベクターを含む宿主細胞であって、前記宿主細胞が、場合により大
腸菌（Ｅ．ｃｏｌｉ）などの原核細胞、あるいは原生生物細胞、動物細胞、例えば哺乳類
細胞、鳥類細胞もしくは昆虫細胞、植物細胞、または真菌細胞、例えばＣＨＯ細胞、ＣＯ
Ｓ細胞、ＮＳ０細胞もしくは酵母細胞などの真核細胞である、宿主細胞。
【請求項１８】
　請求項１～５、または８～１２のいずれか一項に記載の単離抗体またはそのフラグメン
トもしくは誘導体、請求項１５に記載の単離核酸、請求項１６に記載のベクター、あるい
は請求項１７に記載の宿主細胞を含むキット。
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